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専門医 3 名で行った。 
 
 
結    果：285 名の重傷手外傷の患者のうち、101 名が基準を満たし、88 名
（101 患指）が本試験に参加した。年齢、性別、体重、Body mass 
index、喫煙歴、受傷機転、受傷部位、搬送時間、執刀医、手術方











パリン群の術後 7 日目の AST は４8.2 U/L、ALT は 49.0 U/Lであ
り、コントロール群に比べ有意に高かった。 
 












結    論：今回我々は 3 群によるランダム化並行群間比較試験を行い、切断
指に対する再接合術後の UFH の適応や適正投与量を検討した。
本試験により、標準的に UFHを使用する必要はないが、50 歳以上
の患者においては有効である可能性が示唆された。 
 
 
